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日
本
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
は
、一
九
二�

五
（
大
正
一
四
）
年
社
団
法
人
東
京
放
送
局

の
放
送
か
ら
始
ま
っ
た
。
前
年
一
〇
月
に
設

立
さ
れ
た
同
局
は
、
三
月
一
日
に
「
試
験
送

信
」
を
開
始
し
、
二
二
日
に
「
仮
放
送
」、

七
月
一
二
日
に
は
「
本
放
送
」
を
開
始
し
た
。

並
行
し
て
、
社
団
法
人
大
阪
放
送
局
が
五
月

一
〇
日
か
ら
試
験
放
送
を
開
始
し
、
社
団
法

人
名
古
屋
放
送
局
が
六
月
二
三
日
か
ら
試
験

放
送
を
開
始
し
た
。
独
立
し
た
三
局
で
始

ま
っ
た
放
送
局
は
、
翌
二
六
年
、
放
送
網
の

全
国
化
や
機
会
均
等
な
ど
を
理
由
と
し
て
統

一
が
図
ら
れ
、
八
月
に
社
団
法
人
日
本
放
送

協
会
が
誕
生
し
た
。

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
た
と
え
ば
、
同
じ
時

間
に
全
国
各
地
で
大
勢
の
人
々
が
同
じ
体
操

を
す
る
な
ど
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
っ
て
容

易
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
中
継
、
ニ
ュ
ー
ス
、
株
価
商
況
、

娯
楽
番
組
な
ど
に
よ
り
市
民
生
活
に
変
化
が

見
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
当
時
の
新
聞
な
ど
か
ら
昭
和

初
期
に
お
け
る
横
浜
と
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

聴
取
者
数
に
つ
い
て

ま
ず
、
図
1
か
ら
神
奈
川
県
の
聴
取
者
数

と
現
住
戸
数
割
合
を
見
て
み
よ
う
。
放
送
開

始
か
ら
三
年
ほ
ど
の
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
で
は
、
約
一
万
五
千
件
、
五
・
二
五
％
と

聴
取
者
数
は
少
な
い
。
そ
の
後
、
三
一
年

ま
で
は
一
〇
％
未
満
で
あ
る
が
、
三
一
年
は

約
一
〇
％
と
な
り
、
戸
数
の
増
加
も
あ
っ

て
聴
取
者
数
は
二
七
年
の
倍
増
以
上
と
な
っ

た
。
三
二
年
か
ら
は
三
〜
四
％
ず
つ
増
加

し
、
三
四
年
に
は
七
万
件
を
越
え
、
割
合
は

二
〇
％
弱
で
あ
っ
た
。
三
五
〜
三
六
年
は
約

五
％
ず
つ
増
加
し
、
三
六
年
に
は
一
〇
万
件

を
超
え
、
約
三
〇
％
と
な
っ
た
。
三
七
年

は
判
ら
な
い
が
、
三
八
年
四
六
％
、
三
九
年

五
七
％
と
な
り
、
四
〇
年
に
は
比
率
が
六
割

と
な
っ
た
。

次
に
、
横
浜
市
の
聴
取
者
数
を
見
て
み
よ

う
。
本
放
送
が
始
ま
っ
た
直
後
の
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
八
月
末
で
は
、
ま
だ

一
、六
三
三
件
と
少
な
く
、
一
年
後
の
二
六

年
八
月
に
は
、
五
、八
一
五
件
と
三
・
六
倍
と

な
っ
た
が
、
現
住
戸
数
と
の
割
合
は
六
％
と

一
割
に
満
た
な
か
っ
た
（『
ラ
ヂ
オ
の
日
本
』

昭
和
初
期
の
ラ
ジ
オ
に
関
す
る
一
、二
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図1　神奈川県ラジオ聴取者数（1927～1940年）

注：『最近神奈川県勢概要』昭和6,11,12,15年(神奈川県総務部統計調査課)、『神奈川県統計書』、
『ラジオ年鑑』昭和16,17年。36年は九月末、39,40年は年度末、残りは年末。
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第
一
巻
第
二
号
、
第
三
巻
第
二
号
）。
図
2

か
ら
一
九
三
〇
年
以
後
を
見
る
と
、
三
〇
年

で
は
、
一
三
、六
一
八
件
・
約
一
〇
％
で
、

県
全
体
よ
り
二
％
ほ
ど
高
い
。
ま
た
、
県
の

聴
取
者
数
の
五
五
％
は
横
浜
市
内
で
占
め
て

い
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
伸
び
て
、
三
三
年

二
二
％
、
三
五
年
三
四
％
、
三
八
年
五
六
％

と
五
割
を
超
え
、
県
全
体
と
の
割
合
の
差
が

最
大
の
九
％
ま
で
拡
大
し
た
。
四
〇
年
度
末

に
は
六
三
％
と
六
割
を
超
え
、
四
一
年
度

末
に
は
戸
数
の
増
加
か
ら
割
合
は
頭
打
ち
に

な
っ
て
い
る
が
、
件
数
は
増
加
し
続
け
て
い

た
。
全
国
的
に
三
七
年
日
中
戦
争
の
勃
発
後

に
増
加
を
見
る
が
、
神
奈
川
県
・
横
浜
市
も

同
様
の
傾
向
で
あ
っ
た
。

次
に
、
区
別
の
聴
取
者
数
を
見
て
み
よ

う
。
表
1
か
ら
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
・

三
七
年
・
三
八
年
を
見
る
と
、
聴
取
者
数
で

は
、
現
住
戸
数
が
一
番
多
い
中
区
が
一
位
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
割
合
で
は
、
鶴
見

区
が
全
体
の
数
値
か
ら
一
〇
％
前
後
も
高
く

な
っ
て
お
り
、
中
区
や
保
土
ケ
谷
区
は
低
い
。

伸
び
率
で
見
る
と
、
保
土
ケ
谷
区
・
磯
子
区
・

鶴
見
区
が
高
く
、
磯
子
区
は
三
八
年
に
は
六

割
を
超
え
、
保
土
ケ
谷
区
は
順
位
が
一
番
下

で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
に
は
五
割
を
超
え
る

ま
で
と
な
っ
た
。

区
内
に
お
い
て
も
、
聴
取
者
数
は
一
様
で

は
な
か
っ
た
。
各
町
の
状
況
が
判
る
三
六
年

一
〇
月
一
日
現
在
の
保
土
ケ
谷
区
を
見
る
と

（『
保
土
ケ
谷
区
勢
要
覧
』
昭
和
一
二
年
版
）、

全
体
の
対
現
住
世
帯
数
比
率
は
三
一
％
で
あ

る
が
、
神
戸
上
町
の
よ
う
に
六
五
％
を
超
え

る
町
も
あ
り
、
一
〇
％
台
の
町
も
あ
っ
た
。

神
戸
上
町
は
、
桜
ヶ
丘
住
宅
な
ど
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
層
が
押
し
上
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
世
帯
数
が
多
い
保
土
ケ
谷
町
・
天
王
町
・

宮
田
町
・
峰
岡
町
・
星
川
町
を
見
て
も
、
保

土
ケ
谷
町
は
四
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
天

王
町
・
宮
田
町
・
峰
岡
町
は
二
〇
％
台
と
低

く
、
普
及
率
が
地
域
に
よ
り
ば
ら
つ
き
な
が

ら
、
全
体
と
し
て
増
加
し
て
い
る
様
子
が
わ

か
る
。

全
国
的
に
は
、
市
部
が
郡
部
と
比
較
し
て

普
及
率
が
高
く
、
都
市
部
か
ら
ラ
ジ
オ
は
普

及
し
て
い
っ
た
。

放
送
開
始
の
こ
ろ

ラ
ジ
オ
放
送
を
受
信
す
る
に
は
、
受
信
機

設
置
の
た
め
の
逓
信
省
の
許
可
が
必
要
で
あ

り
、
あ
わ
せ
て
放
送
局
と
聴
取
契
約
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
へ

は
聴
取
施
設
特
許
料
、
放
送
局
へ
は
聴
取
料

を
支
払
う
必
要
が
あ
っ
た
。
仮
放
送
の
と
き

に
は
、
特
許
料
年
額
二
円
、
聴
取
料
年
額

一
円
で
あ
っ
た
（『
東
京
放
送
局
沿
革
史
』

一
九
二
八
年
、
以
下
同
書
）。
聴
取
料
は
本

放
送
時
に
は
二
円
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
予
想
以
上
の
聴
取
者
の
増
加
に
よ
り
聴

取
料
は
一
円
と
さ
れ
、
特
許
料
も
減
額
さ
れ

て
一
円
と
な
っ
た
。

「
試
験
送
信
」
を
前
に
し
て
、
聴
取
申
込

は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
二
月
一
六

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
最
初
は
東
京
の
有
楽
町

事
務
所
の
み
だ
っ
た
が
、
横
浜
市
か
ら
の
申

込
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
二
六
日
か
ら
中
区

太
田
町
の
横
浜
銀
行
集
会
所
で
も
受
け
付
け

る
こ
と
に
な
っ
た
（
毎
朝
二
五
・
二
・
二
六
）。

記
事
に
は
出
張
所
と
は
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
事
実
上
の
出
張
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
「
横
浜
出
張
所
」
は
、
日
本
放
送

協
会
に
も
引
き
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
後
、
二
八
年
に
は
、
伊
勢
佐
木
町
二
ノ

一
三
吉
の
谷
ビ
ル
（
吉
野
谷
ビ
ル
）
に
移
転

し
た
。
同
年
四
月
二
九
日
に
は
、
ラ
ジ
オ
の

故
障
等
の
相
談
窓
口
で
あ
る
横
浜
常
設
相
談

所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
三
〇
年
九
月
に
は
、

市
電
気
局
乗
合
自
動
車
の
桜
木
町
車
庫
二
階

の
貸
事
務
室
に
相
談
所
が
移
転
し
（『
ラ
ヂ

オ
年
鑑
』
昭
和
六
年
）、
出
張
所
も
同
時
に

移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
横
浜
市
交
通
局
が

刊
行
し
た
『
の
り
あ
い
自
動
車
』（
一
九
八
八

年
）
三
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
は
、

「
J
O
A
K
横
浜
出
張
所
」
の
文
字
が
見
え

る
。
次
い
で
、
三
一
年
四
月
五
日
、
尾
上
町

六
ノ
八
一
朝
日
ビ
ル
三
階
へ
移
転
し
た
（『
ラ

ヂ
オ
の
日
本
』
第
一
二
巻
第
五
号
）。

ま
た
、
申
込
の
便
を
図
る
た
め
に
、
各
地

の
三
等
郵
便
局
に
も
委
託
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
六
年
、
東
京
放
送
局
解
散
時
に
は

申
込
取
次
所
は
七
〇
〇
箇
所
を
超
え
て
い
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図2　横浜市ラジオ聴取契約者数（1930～1941年）

注：『最近神奈川県勢概要』昭和6,11,12,15年、『ラヂオ年鑑』昭和9,10,16,17年、『横浜市統計書』
第31,32,33回など。現住戸数は『横浜市統計書』の直近の数値を使用。そのため、『ラヂオ年
鑑』等の100世帯当たりの数値とは若干異なる。

表1　区別ラジオ聴取者数・現住世帯比率（1936～1938年）
区名 1936 年 1937 年 1938 年

鶴見区
11,914 15,206 18,123 

（51.5） （65.1） （65.9）

神奈川区
14,239 17,594 20,521 

（44.5） （55.0） （57.8）

中区
29,847 36,526 41,741 

（39.5） （48.3） （53.3）

保土ヶ谷区
3,329 4,266 5,162

（34.8） （44.5） （50.0）

磯子区
4,685 6,022 7,332 

（42.7） （54.7） （61.5）

注：『横浜市統計書』31 ～ 33 回。

横浜銀行集会所　中区太田町　『横浜銀行集会所沿革』（1936
年）、横浜商工会議所商工図書館資料
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た
。
申
込
取
次
所
は
、
日
本
放
送
協
会
に

変
わ
っ
た
後
も
三
等
郵
便
局
に
委
託
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
、
磯
子
区
滝
頭
郵
便
局
の

一
九
二
七
・
二
八
年
分
の
関
係
資
料
が
部
分

的
に
残
っ
て
い
る
。
郵
便
局
長
を
勤
め
て
い

た
安
室
家
の
、
領
収
証
綴
に
綴
じ
ら
れ
て
い

た
日
本
放
送
協
会
関
東
支
部
「
聴
取
無
線
電

話
施
設
願
受
領
証
」
は
、
二
七
年
七
月
八

日
第
一
二
号
か
ら
二
八
年
一
一
月
三
〇
日
第

四
七
号
ま
で
三
三
点
あ
る
（
安
室
吉
弥
家
資

料
一
一
、一
二
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
月
に
多

い
と
き
で
も
四
件
、
少
な
い
時
は
〇
件
で

あ
っ
た
。
横
浜
市
に
は
出
張
所
が
あ
り
、
後

に
見
る
よ
う
に
販
売
店
に
よ
る
代
行
申
請
も

あ
る
の
で
、
普
及
率
が
一
割
に
満
た
な
い
な

か
で
は
、
取
次
所
扱
は
こ
の
程
度
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
郡
部
で
の
普
及

は
市
部
に
遅
れ
た
が
、
都
筑
郡
の
様
子
を
報

じ
た
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
二
〇
日
の

新
聞
記
事
で
は
、
都
筑
郡
の
ラ
ジ
オ
熱
が
だ

ん
だ
ん
高
ま
っ
て
き
た
と
報
じ
て
い
る
。
し

か
し
、
都
岡
村
で
は
三
人
、
男
女
青
年
団
で

も
柿
生
村
を
筆
頭
に
確
実
性
を
帯
び
て
き
た

と
の
内
容
な
の
で
（
横
貿
）、
逆
に
そ
れ
ほ

ど
普
及
し
て
い
な
い
様
子
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
と
こ

ろ
で
の
公
開
が
い
く
つ
か
新
聞
記
事
と
な
っ

て
い
る
。
二
五
年
三
月
六
日
に
は
、「
ラ
ジ

オ
も
据
え
て
／
市
の
特
産
品
展
覧
会
」
と
の

見
出
し
で
、
震
災
後
に
市
役
所
と
し
て
建
て

ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
に
お
け
る
復
興
特
産
品
展

覧
会
の
予
定
を
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日

の
紙
面
に
は
、「
市
役
所
食
堂
へ
／
ラ
ヂ
オ

／
据
付
け
て
公
開
」
と
臨
時
に
市
役
所
の
食

堂
で
公
開
す
る
予
定
と
の
記
事
も
載
せ
て
い

る
（
毎
朝
）。
ま
た
、
当
時
七
月
一
日
に
行

わ
れ
て
い
た
開
港
記
念
祝
賀
バ
ザ
ー
の
会
場

に
も
ラ
ジ
オ
が
置
か
れ
た
。「
午
後
一
時
か

ら
放
送
さ
れ
る
ニ
ー
ス
を
場
内
の
中
心
地
に

設
け
た
ラ
ヂ
オ
塔
か
ら
聴
か
せ
る
事
と
な
つ

て
居
る
が
声
の
鮮
明
し
な
い
の
か
誰
一
人
聞

く
人
の
な
い
の
は
流
行
も
の
と
し
て
は
振
る

は
な
い
」（
毎
朝
二
五
・
七
・
三
）
と
、
ラ
ジ

オ
の
性
能
も
あ
っ
て
屋
外
で
は
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
の
ラ
ジ
オ
受
信
機

は
、
鉱
石
式
か
電
池
式
真
空
管
式
で
あ
っ

た
。
二
五
年
三
月
の
三
越
呉
服
店
の
広
告
で

は
、
日
本
無
線
電
信
電
話
会
社
製
鉱
石
式
が

六
五
円
、
真
空
管
式
が
一
二
〇
円
で
あ
っ
た

（
横
貿
）。
こ
の
広
告
に
は
「
取
付
工
事
並
に

聴
取
手
続
は
当
店
で
迅
速
に
御
取
計
ひ
致
し

ま
す
」
と
あ
り
、
販
売
店
の
代
行
が
普
通
で

あ
っ
た
（『
東
京
放
送
局
沿
革
史
』
七
五
頁
）。

市
役
所
の
書
記
三
六
四
人
の
平
均
月
俸
が
約

八
〇
円
、
書
記
補
一
九
五
人
約
五
四
円
、
技

手
三
〇
九
人
約
一
〇
〇
円
（
二
六
年
末
、『
横

浜
市
統
計
書
』）
と
比
較
す
る
と
、
高
価
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
次
の
よ
う
な

広
告
も
あ
る
。
岡
本
ラ
ヂ
オ
電
機
製
作
所
の

広
告
で
、「
鉱
石
式
五
円
よ
り
、
真
空
管
式

拾
五
円
よ
り
」
と
三
越
と
比
較
す
る
と
安
価

で
あ
る
。
し
か
し
、「
作
り
た
い
方
に
は
無

料
で
教
へ
ま
す
」「
高
級
な
舶
来
品
同
様
な

機
械
を
実
費
に
て
製
作
致
し
ま
す
」
と
あ
る

の
で
部
分
品
の
値
段
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

開
港
バ
ザ
ー
に
陳
列
所
を
設
置
し
た
ラ
ジ
オ

店
も
あ
っ
た
。
当
時
は
、
メ
ー
カ
ー
製
の
受

信
機
で
あ
っ
て
も
、
販
売
店
で
調
製
を
す
る

こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
販
売
店
の
技
術
が
重

要
で
あ
っ
た
。

ラ
ジ
オ
塔
に
つ
い
て

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
始
ま
っ
た

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
新
た
な
放
送
局
の
設
置
や

日
本
放
送
協
会
の
普
及
活
動
な
ど
に
よ
り
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
二
月
一
六
日
に
聴

取
加
入
者
が
一
〇
〇
万
件
を
突
破
し
た
（『
ラ

ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
八
年
、
以
下
同
書
）。
こ

れ
は
、
百
世
帯
当
た
り
の
普
及
率
で
は
、
ま

だ
七
・
八
五
と
一
〇
％
に
満
た
な
い
数
字
で

あ
っ
た
が
、
協
会
で
は
、
画
期
と
し
て
い
く

つ
か
の
記
念
行
事
を
行
っ
た
。

そ
の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
で

ラ
ジ
オ
塔
を
建
設
し
た
。
ラ
ジ
オ
塔
と
は
、

「
公
衆
用
聴
取
施
設
」
の
こ
と
で
、
塔
に
ラ

ジ
オ
受
信
機
を
設
置
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
を
な

が
す
も
の
で
あ
っ
た
。
既
に
こ
の
事
業
よ
り

前
に
、
関
西
支
部
管
内
で
は
大
阪
天
王
寺
公

園
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
記
念
事
業

で
は
こ
れ
ら
を
含
め
て
全
国
に
五
〇
箇
所
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
諸

般
の
事
情
か
ら
四
〇
箇
所
の
設
置
と
な
っ

た
。
関
東
支
部
管
内
で
は
東
京
隅
田
公
園
・

新
潟
白
山
公
園
・
長
野
城
山
公
園
・
静
岡
清

水
公
園
・
前
橋
公
園
と
野
毛
山
公
園
に
設
置

さ
れ
た
。
野
毛
山
公
園
の
も
の
は
、
高
さ

一
五
・
六
尺
（
約
四
・
七
メ
ー
ト
ル
）、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
燈
籠
型
で
あ
っ
た
（『
ラ

ヂ
オ
年
鑑
』
昭
和
一
二
年
）。
野
毛
山
の
も

の
は
違
う
よ
う
だ
が
、
な
か
に
は
、
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
一
定
時
間
ラ
ジ
オ
放
送
が
な
が

れ
る
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
、
ラ
ジ
オ
塔
は
、
各
地
で
建
設

が
続
い
た
。
昭
和
一
七
年
『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』

を
見
る
と
、直
轄
管
内（
関
東
）は
二
七
箇
所
、

大
阪
管
内
八
〇
箇
所
、
名
古
屋
管
内
三
一
箇

所
、
広
島
管
内
七
四
箇
所
、
熊
本
管
内
五
五

箇
所
、
仙
台
管
内
四
三
箇
所
、
札
幌
管
内

三
六
箇
所
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
関
東
は
少

な
く
、
関
西
方
面
で
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
内
で
は
、
野
毛
山
公
園
以
外
に
は

建
設
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
野
毛
山
公
園
の
ラ
ジ
オ
塔
は
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
一
月
二
〇
日
に

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
午
後
〇
時
三
〇
分
か

ら
行
わ
れ
た
式
で
は
、
日
本
放
送
協
会
横
浜

相
談
所
主
任
が
開
会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
大

西
市
長
令
嬢
が
大
西
夫
人
に
連
れ
ら
れ
て
除

幕
を
行
い
、
寄
付
目
録
の
贈
呈
な
ど
が
あ
り

野毛山公園のラジオ塔　2010年6月撮影
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●横浜のマッカーサー ●昭和初期のラジオに関する一、二

終
了
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
五
〇
分
か
ら
新

民
謡
の
浜
自
慢
・
横
浜
小
唄
・
磯
子
小
唄
の

ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
り
、「
磯
子
美
妓
連
が
さ

す
手
ひ
く
手
も
あ
ざ
や
か
に
踊
り
放
送
塔
を

中
心
に
一
大
市
民
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
く
り
広

ろ
げ
ら
れ
た
観
を
呈
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
た

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
一
・
二
〇
、二
一
）。

こ
の
後
、
ラ
ジ
オ
塔
か
ら
の
放
送
に
よ
っ

て
ラ
ジ
オ
体
操
会
も
開
か
れ
た
と
い
う
。

ラ
ジ
オ
を
使
っ
た
団
体
智
能
検
査

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
横
浜
市
教
育

課
は
児
童
研
究
所
を
使
っ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送

を
使
用
し
て
の
市
内
尋
常
科
六
年
生
の
智
能

検
査
を
実
施
し
た
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

「
日
本
の
小
学
教
育
世
界
初
の
」
試
み
で
あ
っ

た
（
横
貿
一
一
・
一
一
）。

児
童
研
究
所
は
、
三
一
（
昭
和
六
）
年
に

設
置
さ
れ
、「
積
極
的
に
全
市
小
学
校
児
童

に
対
し
、
精
密
身
体
検
査
を
施
行
し
或
は
一

斉
に
智
能
検
査
を
な
し
或
は
小
学
校
教
員
に

対
し
児
童
研
究
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す

る
等
」
を
行
っ
て
い
た
（『
横
浜
市
教
育
概

要
』
昭
和
九
年
度
）。
三
三
年
に
所
員
が
整
っ

て
以
後
、
既
に
、
六
月
に
は
、
尋
常
科
一
年

生
の
智
能
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
後
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
っ
た
（『
教
育
研
究
紀

要
』
第
一
二
号
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
研
究

所
の
活
動
や
智
能
検
査
の
問
題
点
に
は
触
れ

な
い
。

検
査
は
、
一
一
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
日
曜
日
で
、
通
常
の
授
業
に
影
響

の
無
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
検
査
方

法
は
、
団
体
智
能
検
査
と
し
て
最
も
標
準
化

さ
れ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、「
国
民
智
能

検
査
」
が
使
用
さ
れ
た
。

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
よ
う
で

あ
っ
た
。（「
尋
六
智
能
検
査
実
施
心
得
」
元

街
小
学
校
資
料
、
横
貿
一
一
・
二
〇
）。
九
時

五
五
分
児
童
入
場
。
尋
六
全
児
童
が
集
ま
れ

る
よ
う
に
、
会
場
は
講
堂
な
ど
が
使
用
さ
れ

た
。
放
送
は
第
二
放
送
で
行
わ
れ
た
。
一
〇

時
心
理
学
者
の
松
本
亦
太
郎
に
よ
る
智
能
検

査
の
意
義
と
注
意
等
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の

間
に
検
査
用
紙
な
ど
が
配
ら
れ
た
。
三
〇
分

か
ら
検
査
開
始
、
一
〜
五
ま
で
の
検
査
が
ラ

ジ
オ
か
ら
の
「
用
意
、
始
め
」
の
合
図
で
始

ま
り
、「
止
め
」
で
終
了
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
命
令
は
、
放
送
局
へ
出
張

し
た
児
童
研
究
所
の
田
中
秀
雄
・
平
沼
良
・

宮
孝
一
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
検
査
は
一
一
時

二
〇
分
に
終
了
と
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
の
利
用

は
、
検
査
に
音
声
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

一
斉
に
行
う
た
め
の
命
令
に
利
用
す
る
た
め

だ
け
だ
っ
た
。

こ
の
検
査
に
は
、
市
内
六
六
校
尋
常
科
六

年
生
約
一
三
、〇
〇
〇
人
の
ほ
か
、
検
査
方

法
が
注
目
を
惹
い
た
た
め
、
東
京
や
川
崎
な

ど
市
外
で
も
約
七
、〇
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

市
内
小
学
校
の
う
ち
、
幸
ヶ
谷
小
学
校
は
ラ

ジ
オ
が
故
障
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て
一
斉
に

行
っ
た
検
査
だ
っ
た
た
め
に
、
反
響
は
小
さ

く
な
く
、
反
対
論
も
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
反
対
論
に
対
す
る
児
童
研
究
所
側
の
反
論

は
、
同
年
一
二
月
七
日
『
横
浜
貿
易
新
報
』

の
「
家
庭
と
趣
味
」
欄
に
詳
し
く
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
反
対
論
に
は
、
智
能
検
査
の
意
義

を
問
う
も
の
と
、
団
体
検
査
の
統
計
の
価
値

を
問
う
も
の
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
ラ
ジ

オ
の
使
用
に
直
接
の
反
対
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ

は
一
斉
に
行
う
た
め
の
命
令
伝
達
の
道
具
に

止
ま
り
、
音
声
を
使
っ
た
検
査
が
無
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

昭
和
初
期
の
横
浜
と
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
が
、
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
と
の
関
わ
り
は
こ
れ
に
留

ま
ら
な
い
。

一
九
二
七
〜
八
年
頃
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
実
況
放
送
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
横
浜
と
関
わ
る
も
の
の
実

況
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
八
月
の
関
東
防
空
大
演
習
や
、
翌

年
の
東
京
・
川
崎
・
横
浜
三
市
聯
合
防
空
演

習
が
あ
り
、
横
浜
で
は
伊
勢
佐
木
町
の
松
屋

屋
上
等
か
ら
実
況
し
て
い
る
（『
ラ
ヂ
オ
年

鑑
』）。
ま
た
、
三
五
年
の
復
興
記
念
横
浜
大

博
覧
会
に
お
い
て
も
、
事
前
の
宣
伝
の
た
め

の
市
長
に
よ
る
講
演
放
送
な
ど
と
共
に
、
三

月
二
七
日
の
開
会
式
が
午
後
二
時
三
〇
分
か

ら
四
時
ま
で
放
送
さ
れ
て
い
る（『
復
興
記
念

横
浜
大
博
覧
会
誌
』四
三
六
〜
四
三
七
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
が
、
最
後
に
日
本
の
玄
関
口

で
あ
る
横
浜
港
と
の
関
わ
り
で
一
つ
だ
け
紹

介
し
よ
う
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
三
三
（
昭
和
八
）
年

一
一
月
一
六
日
夕
刊
（
紙
面
の
日
付
は
一
七

日
）
の
ト
ッ
プ
に
は
、「
珍
客
・
無
電
王
夫
妻
」

「
け
ふ
秩

父
丸
で
横

浜
入
港
」

と
の
記
事

を
載
せ
て

い
る
。
無

電
王
と
は

グ
リ
エ
ル

モ
・
マ
ル

コ
ー
ニ
の

こ
と
で
、
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
、
無
線
通
信

の
研
究
に
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て

一
九
〇
九
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
会
社

を
設
立
し
て
、
全
世
界
で
無
線
通
信
事
業
を

展
開
し
て
い
た
。『
横
浜
貿
易
新
報
』
紙
面

で
も
、「
現
存
せ
る
歴
史
的
人
物
の
随
一
」、

「
か
つ
て
初
め
て
ダ
グ
ラ
ス
が
や
つ
て
来
た

と
き
に
も
チ
ヤ
ツ
プ
リ
ン
が
や
つ
て
来
た
と

き
に
も
匹
敵
す
る
や
う
な
盛
な
出
迎
へ
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
マ
ル
コ
ー
ニ
は
秩
父
丸
の

喫
煙
室
で
取
材
を
受
け
た
後
、
上
陸
し
て
か

ら
は
直
ぐ
に
自
動
車
で
東
京
へ
向
か
い
多
忙

の
日
々
と
な
っ
た
が
（
一
七
日
に
は
勲
一
等

旭
日
大
授
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
、『
ラ
ヂ

オ
の
日
本
』
第
一
七
巻
第
六
号
）、
玄
関
口

と
し
て
相
応
し
い
歓
迎
振
り
で
あ
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

『
東
京
放
送
局
沿
革
史
』（
一
九
二
八
年
）、『
20
世
紀

放
送
史
』
上
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、二
〇
〇
一
年
）、

『
ラ
ジ
オ
年
鑑
』
昭
和
六
〜
一
二
年
（
復
刻
版
）。
な

お
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
横
貿
、『
横
浜
毎
朝
新
報
』

は
毎
朝
と
略
す
。

（
百
瀬　

敏
夫
）

秩父丸　1930（昭和5）年3月
　（市史資料室所蔵「〔横浜船渠株式会社写真帳〕」）


